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序

我因は，戦後 30年の歩みを経て，経済，社会機構は共に著しい伸張変遷を遂げた社会において，

近年富みに問い糸Lされている課題は，人々の心のふれあい，ふる里見直し，地域の伝統文化再確認な

どであることは周知のところです。

この度円通寺古墳群の一角が， 円通寺墓地整備作業中，偶然にも発見され，埋蔵文化財の適切なる保

存処理方を協議し，認可を得て町独自の予算にて古墳の発掘関査抄びにこれの復1日に当った次第です。

調査した古墳は千数百年間全く人手にかヽらず，阿新地方では最大規模のものであり，数々の貴重

な資料が発掘され， 予期以上の成果を成し得たことは同慶に存じています。

発掘調査に当っては，大佐中学校田仲満雄教諭の夏期休業中献身的ご協力とご指導を賜り更には，

調査の概要今後の参考資料を本書に編纂して下さいまして，衷心より敬意を表すると共にその労多

しを謝すものです。又地権者円通寺様をはじめ多くの関係者のご協力に対して，深く謝意を表します。

円通寺古墳の発見調査を契機に文化財の保護啓蒙をはかると共に本書が古代史研究の一助にな

れば幸いと存じます。

昭和 53年 3月1日

大佐町長

) II 添 岩 男



例 言

1. 本書は， 昭和 52年 8月1日から 28日まで調査を行なった岡山県阿哲郡大佐町大字永富に所在

する「円通寺古瑣」の発掘調査報告である。

2. I廿通寺古墳の発掘謡査の主体者は，大佐町教育委員会池田宏教育長，事務担当は同じく金田与志

雄教育次長，福吉幹人社会教育主市，発掘相当は大佐中学校教諭日仲満雄である。

3 町当局・町教育委員会•町文化財保護委員会からは多大の援助を受け，円通寺児玉裕住識，村上

工業村上保社長には募地造成に多くの支障を持たらすにもかかわらずご協力をいただいた。また，

伊三木喜平，塚本茂夫，本名昭三，杉井邦彦児玉正の諸氏には，夏の暑いときに直接発掘1と協力い

ただいた。記して謝意を表したい。

4 本書に用いた標高は，すへで海抜高である。

5 本書に用いた地形図は，大佐町が国土地理院の承認を得て作成したものを複製したものである。

6. 遺物の整理報告書作成は田仲が行なった。
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第一章地理的・歴史的環境

1 地理的環境

岡山県阿哲郡大佐町は，岡山県の西北部にあり，酉は新見市と，北は鳥取県と，東は岡山県真庭郡

（旧美作国）と，南は岡山県上房郡とその境を接していて，南北 21 k頂，東西 10 k厄と南北に長い町

で，全町面積12 2属山林 10 8属，水田 4.4届の山村である。ー級河川高梁川の一支流小坂部）II 

の水源地愕となっている。小坂部川は，鳥取県境にその端を発し，諸所の谷水を集めて小坂部に全り，
ミヨツ

刑部低地（沖積平地）を形成し，布瀬を通り，さらに南に流れて芙穀湖（人工湖）を経て，新見市暦

松にて本流の高梁川に合流する。大佐町における水田は，刑部低地に南北 2km, 東西 1知のまとまり

が見られるのみで，その他の大部分は谷水田あるいは小坂部川沿いの狭い水田が散在している。水田

は狭いが，牧畜・林業がさかんで，牛は特に大佐牛と呼ばれ， この牛の碁盤乗りは有名である。

大佐町の南半は，吉備高原の北端となっていてその標高は 500-600mを測り，吉備高原を開

折してできた小さな谷が発達しており， この部分が谷水田として利用されている。また，北半は中国
オンゼン

山地の南端部を形成していて，標高 1152.8mの雄山など 10 0 0 mを越える山もいくつかみられ，

急しゅんな地形を呈している。刑部低地から田治部にかけては，第三紀の舌状の丘陵がよく発達して

いる。礫まじり黄褐色土の第三紀層の上に第四紀の粘土化の進んだ黄色火山灰が堆積しており，その

上を”黒ボコ”と呼ばれる黒色火山灰土がおおっている。この黒ボコが現地表面を形成しているが，

いわゆる火山噴火に伴なって降下したままの火山灰と，降下した火山灰が風によって舞い上がり再堆

積したものとがあるがその色別は非常に困難である。大佐町を含めて新見・阿哲地方に一般的に見ら

れる”黒ボコ”がどの火山の噴火に由来したものであるかは，現在のところ研究が進んでいない。第

四紀（特に洪積世）の粘土化の進んだ黄色火山灰の研究も岡山県ではその緒についたところであるが，

岡山県阿哲郡神郷町野原遺跡では，黄色火山灰土屈の中から後期旧石器時代の遺物が出土している

（注 1)ので，大佐町内における黄色火山灰土層も今後注目すべきものの一つであろう。

集落遺跡は，舌状丘陵上，その縁辺部あるいは刑部低地内の微高地上に見られ，現在の集部の多く

は，その丘陵の縁辺部に位置している。

また，刑部低地の縁辺部には，小坂部川によって形成された 2-3段の小段丘がみられ， この段丘

上に現在の集落が載っている（注 2)。

注 1 「野原A地点発掘調査報告」 『岡山県埋蔵文化財報告7』（岡山県教育委員会 1972年刊）

注 2 大佐町の地形・地質については，滝田澄正「大佐町の地質・地形」『大佐町誌』（大佐町

1 9 7 9年刊）にくわしく記述してあるので参照されたい。
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2 歴史的環境

歴史的蝶境は，大佐町内遺跡分布図（図 2)を参照しながら，時代の古い順に概観していくことに

した。

1日石器時代の遺跡・遺物は，現在のところまったく確認されていない。しかし，阿哲郡神郷町野原

遺跡で， この時代の遺物が出土しているので，大佐町内でも今後発見される可能性は充分にあるとい

えよう。

縄文時代の遺物は，君山の円山遺跡 Cl) • 田治部の戸谷遺跡 (2)(注 I) 。永富の大寺遺跡 (3)

の3個所において各 1片の縄文式土器片が採集されているが，遺構は確認されていない。縄文時代の

人々がこの地に足を踏み入れていたことを示す材料である。旧石器時代のものと同様今後その数を増

していくであろう。

弥生時代では，中期前半以前のものは確認されていないが，大寺遺跡において中期後半の土器片が

数片採集されている。水稲耕作をやっていた弥生時代人が， この時期に大佐の地に入ってきて，谷水

田を利用しながら定住していったものであろう。

弥生時代中期の遺跡は，現在 1個所が知られているのみであるが，後期になるとその数も増して，

干谷の脇逍跡 (4) • 永富の円通寺遺跡 (5) • 同じく塚の元遺跡（大佐中学校校庭内） (6) ・天

神山遺跡 (7) ・小南の小中遺跡 (8) などかなりの数にのぽる。脇遣跡では磨製石庖丁が採集され

ており（中期の遺跡との複合も考えられる），円通寺逍跡では，特殊壷（特殊器台に伴うもの） （注

2) に類似した小邸直口壷片が採集されていて，集落址だけでなく墳墓の存在も予想される逍跡であ
ヤ^ ギ

る。多くが舌状丘陵上にあるのに対して，塚の元遺跡や矢作遺跡 (9) は刑部低地内の微高地（自然

堤防）上に形成されている。丘陵上のものと自然堤防上のものとの間には時期差も考えられるが，そ

れを裏づけるには現在のところ資料が允分ではない。

古堵時代の集落は，現在の集落と重なるためか 1例も確認されていない。この時代の墳墓である古

墳はいずれも後期に属するものばかりで，前期の古墳は 1基も発見されていない。後期の古墳は，横

穴式石室墳を主体とするもので，焼田山古墳群 (I0) ・大山古墳群 (11) 。漆原古墳群 (I2) 

などは 4-11基が群集している。これに対して， 円通寺古墳 (I3) ・神諾古培 (14) ・脇古墳

(I 5) ・塚の元古墳群などは 1-2基で存在している。これらは単独もしくは 2基のまとまりであ

るが，本来は数基の群集墳であったと考えられる。

これらの占墳は，群集してあるいは単独で存在し，いずれも小規模であるが，その中にあって円通

寺古墳は，新見。阿哲地方では最大級の横穴式石室を有するものである。永富に，新見・阿哲地方屈

指の豪族の存在を予想することも容易である。

奈良時代の遺跡は，戸谷遺跡 (2)が知られている。この遺跡は，中国縦貰自動車道大佐サービス

エリア建設に伴なって関嚢されたもので，隅丸方形の住居址 1軒が確認されただけである。この遺跡

は，大佐町南端にあって西にのびる舌状斤陵の南斜面に位置している。この時代の遺跡・遺物は，戸

谷以外では確認されていない。

平安時代の逍跡・逍物は現在のところ確認されていない。
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鎌倉時代の遺物を出す遺跡として，大寺遺跡をあげることができよう。遺構は確認されていないが，

備中南部の組山で焼かれた亀山焼の壺の破片がかなり出土している。骨蔵器として利用したものであ

ろう。

鎌倉時代以後の中世と呼ばれる時代はこの地も戦国の波にさらされ，各地にその遺跡を城址とい
ツヅラハク

う形で残している。北から葛畑城址 (16) ・割亀城址 (I7) ・矢作城址 (18) ・円通寺城址

(1 9) ・周防城址 (20) • 安本城址 (21) ・大山城址 (22)などをあげることができる。矢

作城址を除いて，他の城址は山上あるいは尾根上にあるが，矢作城址は小阪部川の目然堤防上に築城

されたもので，一種の「沼城」といえよう。

製鉄閃係の遺跡は，鉄穴井手・鉄穴場・たたら場など多くのものが各地に散布している。鳥取県境

近くにある大井野の大鉄穴遺跡 (23)では，東西 80 m• 南北 15 0 mの鉄穴場に 2本の水路を付設

しており，西からの 1本は水口から切り端まで延長 35 0 mで途中 2個所に池をつくっており，東か

らの 1本は途中の山腹にトンネルを掘って水路をつないでいる。 2本の水路は共にその水口は，伯昔

の国に位置している。伯昔の人がやって来て稼働したという口碑をうらづけるものであろう。製鉄遺

跡の多くは，未だ山中に埋もれたままといえよう。製鉄遺跡のほとんどは江戸時代のものであろう

（注 3)。

注 1 橋本惣司 「戸谷遺跡」 『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 1I』 岡山県教育委員会

C 1 9 7 6年刊）

三

弟二章発掘調査に至る経過

この円通寺古培は，昭和 52年5月まではその存在がまったく知られていなかったものである。

真言宗普永山円通寺が，同寺の東にある墓地の拡張を行なっている時に，偶然 5佃の須應器 (4個は

平瓶の完形品， 1個は大甕破片）が掘り出され，それらはその翌 LIIC. 塚本茂夫大佐町文化財保設委

員の手によって大佐町吃大佐中学校に持ちこまれた。ただちに現地醐査を行なった結果，横穴式石宇

を内部主体とする古培が 1基存在し，石室入口部の一部が破壊されその部分から須恵器が出土したも

のと判明し，墳丘については，墳丘上部に墓地の造成のための土砂がすでに置かれていてほぼ造成が

完了しており，墳丘の形・大ぎさを知ることが困難な状態であった。募地造成上事でこれ以上古培を

破壊しないように依頼し，岡山県教育委員会文化課へ工事中に古墳が発見された由を連絡した。その

後，文化課織員も来町して現地視察し，文化諜• 町教委・地主・施工業者・町文化財保護委員等で協

識し，現状のまま保存することとなった。

その後，墓地造成が完了し，その墓地への埋葬が行なわれると永久に日の目を見ないまま埋もれて

しまい調査は今後一切不可能となるので，埋葬の行なわれていない現時点で凋査を行ない，資料を今

後有効に活用しようという考え方が町当局の中にでてきた。

発掘謡査に要する経費は，町予算でまかなわれることになり，その経理は町教育委員会社会教育課

注 2 正岡睦夫・ニ宮治夫・田仲満雄 「西江遺跡」 「f岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 20』 で行ない，発掘調査は田仲が担当することになり，凋査は昭和 52年8月に行なわれた。

岡山県敬育委員会 (19 7 7年刊）

注 3 大佐町誌編纂委員会 『大佐町誌』 大佐町 Cl9 7 9年刊）

図 2 円通寺古墳付近地形図（→印の先の 0 が円通寺古墳）
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弟三章発掘調査
たであろう。周湿も造成のため，その全様ははっきりしないが，横穴式石室の南々東の部分の周渥底

には，須恵器の大甕片がかたまって存在していた。 これは埋葬に伴なう葬西義礼の一部として大甕が運

ばれ， この娼所で打ち壊されたものであろう。周温内の大甕出土例は，英田郡芙作町の狼谷遺跡（注

発掘諧査は，昭和 52年 8月1日から 26日まで実施した。調査は，墓地造成の既完の部分につい 1)や新見市の横見古墳（注 2)などに知られている。

てはできるだけ造成部分をこわさないように凋査を進めることになり，羨道入口部分から謡査を始め

たが，羨道巾があまり広くなく作業能力も悪く，石室のほぼ中央の上部にトレンチを石室の長軸に平

行に設けて，そのトレンチ掘り下げを行なった。石室には天井石が載っていると予想していたが，ー

枚の天井石も残存していなくて，結局，石室内全体の埋土を除去するという方法を取らざるを得なく

なった。

1 古墳の立地

刑部低地は，南北 3.5 k加・東西 1kmの細長い平地をつくっている（この平地は大佐町内では最大の

水田地帯である）。この刑部低地の東側には，第三紀層からなる低い丘陵が南西あるいは西方向に多

くのびている。これらの丘陵上には，弥生時代の集落址や古墳時代の群集墳などがつくられている。

これら低丘陵の内，最北端に位置している丘陵上に当古墳が存在する。

円通寺古墳の存在する低丘陵は，北北東から南南東にのびており，水田面からの比高は 40mを測

る。この低丘陵西斜面の麓には円通寺が建てられている。また，丘陵の西斜面には，円通寺の境内に

続いて墓地がつくられている。この歴地の上方の斜面中腹に新しく墓地を造成中に当古墳が発見され

た。したがって， この古墳は，南々東にのびる低丘陵咀斜面中腹に位置している。

この丘陵は，弥生時代後期に集落として利用され（堪地造成中に住居址・貯蔵穴の断面が発見され

ており，土器片も幽地の中でかなり採集されている），古墳時代後期になると横穴式石室を主体とす

る古墳群（当古墳の北の松林の中にも横穴式石室をもつ古墳が発見されている）がつくられ，戦国時

代になると丘陵頂部に円通寺城が築かれた。円通寺城の築城1事，その後の墓地造成のため丘陵全体

は，本来の姿でなく，人工の力が加わり，かなり形を変えている。

2 古墳の概要

Ill 墳丘および周涅

この占墳の墳丘および周浬については，発見当時すでに墓地の造成がほぼ完了していたので， さだ

かではないが，工事による断面に出ていた周涅の断面の観察などから墳丘の径は約 15 m位であった

と思われ， 巾1.3 -1. 5 mの周涅がめぐっていたといえる。墳丘は，横穴式石室の天井石が失くなっ

たことと合わせて斜面のために封土はかなり流失している。工事前には，若干の封土の高みがみられ

-6 -

注 l 二宮治夫•松本和男 「狼谷遺跡」 『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告7』 岡山県数育

委員会 (I9 7 5年刊）

注 2 岡田博・浅倉秀昭 「横見古墳」 『岡山県埋蔵文化財発掘謡査報告 I5』 岡山県敬育

委員会 (19 7 7年刊）

121 横穴式石室

円通寺古墳の内部主体である横穴式石室は，既成の墓地及び今回の墓地の造成工事によって，羨道

の入口（羨門部）が破壊されていた。石室の現存長は 6.0 mであるが，遺物の出土状態から見てその

長さは 7m以上あったものと推測できる。

石室は，斜面に床が平らになるように馬蹄形に掘り込み，その中に構築されている。この掘り込み

は，奥半分は第三紀層の黄色粘土に達しているが，手前半分は黒色火山灰堆栢層を削っているのみで

ある。

石室の石材は，長さが80-130cmのかなり大型の石を根石に利用し，石材の最も広い面をもっ

て側壁をつくりあげている。石室の大きさは，玄室の奥巾 2.40 m・ 長さ 2.9 0 m• 高さ（現存）

1.80m・玄門部巾 2.20 m, 羨道の玄門部巾 1.65m。現存入口巾 1.10 m。現存長 3.0m。現存

高 1.20mを測り，玄門部には， 0.4mX0.6mで高さ 0.8 mの石を立てて玄門部を構成しており，

石室は右片袖となっている。なお，天井石は一枚も残存せず，また，現存入口の外にも完形の須恵器

が出土しているので羨道は)m以上長かったと堆定できる。天井石は，円通寺の庭石などとして利用

されたものであろう。

石室の主軸方向は， N-8°-E方向を示している。

玄室床面には 1条の石蓋排水溝がつくられている。玄室の東北隅に地下水の浸み込みがみられ，特

に降雨後は多くなる傾向が認められる。この地下水を排水するため溝を東北隅から奥壁沿いに 70 cm 

西へ寄せ，ほぼ直角に曲がりS-15"-W方向に 1.35m延び，その地点から少し曲がってS-60°

W方向に 0.8 0 m延ぴ，再び曲がってS-10°-W方向に 1.10 mに延びて，溝はなくなっている。

この地点は石室床面の第三紀黄色粘土層が黒色火山灰堆積土層に変る場所であり，黒色火山灰堆積土

になってからは床面は約 10 cm低くなっている。溝の巾は 23-35cm・深さは 3-16cm・底の巾

は )2-)5cmを測る。この溝には，奥壁から 38 cmのところから溝の南端から 20 cmのところまで，

概ね板状の石を並ぺて蓋としており，溝巾より長い石については床へたたき込んでいて，蓋石の上端

が床面とほぼ同ーレペルになるように蓋石を謹いている。埋葬当時は，溝の中・蓋石の上は埋まって

いなかったものである（次頁参照）。
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131 埋葬設備および遺物の出土状態

玄室の中央奥壁寄りの所に，石室長軸方向に棺を置くために，人頭大の石を二列並べている。

この上に木棺に納められた遺体が安置されており（以下，

本も出七していないので，
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ものであろう。

證かれてはいないが，

の遺体を第 4被葬者，

2つの木棺が長軸に沿って縦に安置されたと考えられる

羨門側の遺体を第 5被葬者と呼ぶ）。

第 1被葬者は玄宇中央に木棺に入れられて安渥されており，

が勅かされているため定かではないが，

われ， また， 5人の被葬者の内唯一の）］の所持者である。 これらから考えて，

人公であったと考えるのは容易である。

類を持っている。

原位置の出土と見える。追葬の際に破壊されたものの一部を除いて，

近い形で検出された。

大部分は完形ないしは，

羨道の埋葬が終わり，黒色火山灰土が羨道に流入（意識的に当時の人が入れたか？）後に，

器大甕 1個の破片がほおり込まれている。との大甕は葬送儀礼に伴なうものといえよう。
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第四章出土遺物

＋
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金環（第 I0即I~4) 金環は 5個検出したが，その内 1個は玄室東北隅の浸透水のために腐

り，サビが環状に忍められたのみで取り上げることは出米なかった。

金環 1• 2は， 1対のもので，第 1被葬者の持九物である。 1は，残存状態がかなり良く，燦の外

L 9cm 断面は 4,5X5mmの楕円形を星し，銅地に金メ，）キを施しているがメノキは薄い。 2は1

と同様のものであったであろうが，錆のため金メ，）キ部分はなくなり，銅心のみが残っている。金環

3は，第 2葬者の持ちもので， 2と同様に錆0)ため銅心のみが残存していた。大きさは， 1とはほ固

じ大きさであったであろう。 3と対をなすものは，凋査時点にその痕跡を確認したのみで収り上げ得

なかった。金環4は，第5被葬者の持ちものであるが， 4と対をなすも 0)は出士しなかった。 4の外

2. 4cmと1-3に比ぺやや大きく，断面径も 7.7 X 5. 4 cmと太くなっている。銅地部分は錆化が

ここ
図 10 装身具類実測図
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進んでおり，金メッキ部分は良く残存していて，その厚さは 0.2醗を測る。 9 
切子玉（第 10図5) 切子玉は 1個のみ出土した。これは，勾玉 1個・丸玉 2個と共に第 2袖

葬者の持ぢものである。これらは， 出土状態から見て首飾りとしたものでなく，足元にまとめて置,1
たかあるいは足首に飾りとしてつけていたものと思われる。長さ 2.2 5cmで，断面は六角形である刻

ゃヽいびつであり，穴はl—面から穿ぢ最後に反対側の穴の緑をととのえている。この古墳唯一の雇

晶製晶である。 >

勾玉（第 10 図 6• 7) 削者は，切—f-玉と共に第 2 被非者の持ぢもので，後者は石室内の

をふるいにかけて出てきたものである。 6は赤メノウ製で，長さ 2.3 5 cm• 巾1.4 cmを測り，頭

分がややゆがんでいる。 7は，風化の進んだ赤メノウの皮部分を使っていて，前者が半透明のア

を呈するのに対して，乳白色・茶色を呈する。これはやや小型で，長さ 1.9は・巾 1.2 cmを測り

縁とくりの部分は半円形を呈する。

丸玉（第 10図8-10) 8•9 は切子玉，勾玉と共に第 2 被葬者の足首近くから出土し ぶ

は第 1被葬者の足首近くから出土した。 8は青メノウ製で，径 1.2'切• 高さ 0.9 cmを測り，きれい't
仕上げられている。 9は，半透fl/Jのアメ色を呈するガラス製で，中に金粉を少しまぜている。径は1.1

cm・ 高さは 5.5 ~ 7蒻を測る。 1 0は変成岩製で，径 12. 5事・高さは 7~ 1 0鱈を測る。 >

2 鉄器 9 
刀（第 11図1) 刀は第 1被葬者の棺に人れられ，逍体の左側に刃を外にむけておかれてい岱

さやなどの外装については残存物がないので不明であるが，刀身の保存状態は良好である。このJJI-

は，楕円形のつばとはばき金具と目釘 1本が残っていた。 JJ身は長さ 80. 3an・峯の厚さ 6-s蒻

測る直"で切先は直線的に斜めに切っている。茎は短かくてその長さは"'~にすぎない。茎にはl
>:~三：口三三□□；~ニニニ：二ょ。:::のm鉄ロニ1ヽg

鏃（第 11図） 鏃は第 11図に不すように方形広根斧箭式 1・有茎広鋒平造三角形式1.片員

造端月棘箆被堅箭式 12• 片丸造端刃棘箆被竪箭式 1・狭鋒両丸造端刃棘箆被竪式 1・棘箆被式（穏

先を欠く） 2の計 18本を検出した（鏃の形式名・・・・・註）。これらの鉄鏃の大部分は， 第 1。第2d
葬者の埋葬に伴なうものと考えられる。 2本の広根 (1 • 2)を除いた 16本は箆被ぎの延長部分

られ，茎との境に突起すなわち棘をつけている。平根の 2本を除いて，他のものは実戦的な鏃で

（注）後藤守ー「上古時代鉄鏃の年代研究」 『人類字雑誌』 第54巻第 4号 昭 14年

鏃（第 11図 3) 鏃は，第 1被葬者の持っていた刀の直下から出土したものである。片鏑

し:~ゞ ：ロニ：：□；ロニ;06~~ニ1きま枡:::。を：ニニ：：~;二，体;::~:ニ：::~ ド〗ーり』
］ 
> 図11 鉄器実測図
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るためにその用をなす） ・刃の巾 1.7ば 9・茎の長さは 5cmを測る。
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これは，第 4被葬者に伴なうものである。これは厚さ 1.8-3.4cmの板

8の字形に止め金具をつくり，

さらに先端部分を再び板に打七込んでいる。

これは第 5 被葬者の埋葬に伴なうもので，巾 !OH• 厚さ 3-4麟長さ 12 cm 

両端を切りおとしてとがらせている。鎚の巾は 4.4虚

現存長 19. 5 cmで，方形ないしは長方形の断面を呈している。鏃の棘様の突起があり，

全体に弓なりに彎曲しているので鏃の仲間に入れるのをためらったものである。

11は，

これに厚さ 3-4麟．巾 8麟の鉄

他プ」は 10 cmあり，長い方の足は板を打ち抜いて

これは，馬具の帯止め金具かあるいは

どちらとも限定しがたい。

足の長さは 3.2 c,n 

I 0は，第 2被葬者の棺0)すぐ南で検出したもので，

刀子片とも見られるが，

先端を

刃はついていない。また先端は丸く

I 2は，厚さ 2mmの三角形

釘は全部で 50本検出した。これらは，第

この 3人の遺体は釘付けされた木棺に納められていたと

1.9 3cm• 2.4cm• 2. 7cmの3種が釘に付着して残

4. 4 cmから 8.)Clllまで数種 (6en, 前後のものが多い）に分

刀子（第 11図 4-6) 

刃巾 IO mm・峯の巾 5.5鵡・現存長 3cmを測る。

され磨きこまれている

鎌（第 11図 2)

が，

cm (一部を欠く）

きに柄の支えとしている。

刀子は 3本出土したが，

5は，

- 18-

いずれも残片である。 4は，

須

同一棺において長さの統一は認められない。釘の出土位置が埋葬時の棺に打たれた位閤

それによると棺の長さは

恵 器

その先端を折り曲げ
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弧状のものは穴の周上に至る。

6は，こわれた破片を袖部に置いてあったもので，底部と口縁部を欠いている。底部や口縁部の破

，追葬の際に石室内を清掃し石室外に持ち出されたのであろう。胴の径 14. 2 cm・ 胴の現存高

8. 7 cm• 口縁張り付け部の径 5.5 cmを測る。胴部の肩の部分には，径 0.8 5 cmO)円形のもの（棒の先）

1つある。これは円板張り付けにかわる装飾と考えられる。

これは，第 1被葬者の棺と奥壁との間で検出されたもので，追葬の際こわされ大部分の破片は，平

6の場合と同様に，石室外に持ち出されていて，一部の破片が残存するのみである。胴の径 16. 8 

• 口縁張り付け部の径 4.9cmを測る。焼成は良好で，内面及び断面はうすい茶色を呈している。

小壺（第 16図8-10) 

8は，第 2被葬者の棺と東側壁との間で検出し， 9・10は第 1被葬者の棺と奥壁との間で検出し

8は完形品で， 9・10は一部を欠いていて，提瓶の場合と同様であると考えられる。

8は，器高 10. 9 cm, 胴の径 11. 9 cm• 頚の径 7.4 cm• 口縁径 7.3 cmを測り，底は径 5.5 cmの平底

なっていて，頚部から口縁にかけてはやや内蛮しながら上方にのぴ端部はやや薄くなっている。胴

していて，外面の凹線より上部およひ内面頚部くびれ部より上部は横なでを行な

，外面凹線より下部はヘラ削り後なでている。胎土には雲母の微細片をかなり含み，焼成は良好で

るが，頚部はややずれてつくられている。 9は，器高 7.8 cm・胴の径 10. 5 cm• 口縁径 6.6 cm• 頚

0. 8虚を測り，底は径 4.1 cmの平底を呈する。胴の最大径部分はやや凹んでおり，凝皿線様に

-24 -
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I 1-1 3は，第 2被葬者棺と東側壁との間で検出したもので，酸化炎で焼かれており，淡灰

を呈しており，同一窯で焼成されたものであろう。 I1 は器高 8.2-8.Scm• 口縁径 I4. 5 cm• 脚1

高さ 4.3 cm・ 裾径 !O.Ocm, 12 は器高 8.2-8.4cm• 口縁径 I3. 9cm・ 脚の高さ 3.8cm・裾径 9.

cm, 1 3は器高 8.0 -9. 0 cm・ 口縁径 I5. 3 cm• 脚の高さ 4.0-4.4cm・裾径 10. 0 cmを測り，い，

れも坪部と脚部との接合が若干ずれていて口縁は傾むいている。

14-1 6は，第 2被葬者棺と奥壁との間から出土したもので，この 3個も一つの窯で焼成された

のである。 14は器高 6.9 -7. 8虚・ロ縁径 I3. 3cm・ 脚の高さ 2.8-3.]cm・裾の径 9.8 cm, I 

は器高 7.7 cm・ 口縁径 12. 9 cm・ 脚の高さ 3.2 cm• 裾の径 9.1 cm, 1 6は器高 6.9 -7. 5頃・ロ

1 2. 7 cm• 脚の高さ 29 cm• 裾の径 9.4 cmを測り，坪と脚OJはりつけはやや傾いている。

I 7は， I 4-1 6と同じ場所から出土した。口縁は 12. Qcmx 1 4. 0cmの楕円形を呈し，器高

7. 3 -8  3虚・脚の高さ 3.7 cm・ 裾の径 I0. 2cmを測る。焼成は良く，灰白色を呈していて，径 Q,

-1.0額の砂粒を多く含んでいる。

1 8-2 0は，第 1被葬者棺と奥壁との間で検出されたものであり，いずれも焼成はやや甘く，

灰白色～乳灰色を呈していて，同一窯で焼成されたものである。 18は器高 7.6 -7  8 cm・ロ縁径

1. 7 cm• 脚の高さ 3.7 cm・裾の径 9.0cm, 19は器高 7.8-8.1⑳ ・ロ縁径 11. 6cm・ 脚の高さ 4.

1 0. 5 cmの楕円形を呈し，高さ 3.2-3.9虚を測り，径 2-5麟の石英・長石粒を多く含んでいるが

形はかなり良く，焼成温度はよく上がっていて一部に自然釉がかかっている。 32は，口縁径 119

X 1 0.8cmの楕円形を呈し，高さは 3.8虚を測り，底部は回転ヘラ切り起しとなっている。 33は

縁径 10. 4cm・晶さ 3.8 cmを測り，幣形・焼成ともに良好であるが底部にはヘラ切りカスの枯Jが

いている。 34は，口縁に焼きひずみがあり，径は 11. 0 cm• 高さ 3.6虚を測る。 35は，口緑径

1 0.6cm・高さ 3.4 cmを測り，乾燥しないうちに持ったため指紋がついている。胎土はよくてほとん

ど砂粒はない。 36は，口緑部の一部が焼ぎひずみのために内傾しているが，口緑径 10. 1 c,n・ 高さ

3. 1 cmを測り，回転ヘラ切り起し後，板の上にのせて乾燥している。 27 -3 5は玄宅内出土で， 36

ま羨道部出土である。

坪は， 27-3 6の他に，図示しなかったが3個体分の小破片が石室内から出十している。

坪身（第 18闊37-3 9) 

3 7-3 9の 3個の坪身の出土をみたが，坪蓋はまったく検出しなかった。 37は第 3被葬者棺と

側壁の間，西壁に接して出土し， 38は第 3被葬者棺の棺合の石の下になっているのを検出し， 39 

第 1被葬者棺と奥壁との間から出土した。 37は器高 3.6c,n• 最大径 13. 1虚.n縁径 11. 0虚．

受け部の立ち上がり 0.6⑳を測り，底は丸底となっている。焼成は良好で下向きに箇いて焼かれて

るヽ。 37は器高 3.1 c,n• 最大径 1l. 8虚・ロ縁祥 9.8虚・蓋受け部のVち上がり 0.5燻を測り，底

虚・据の径 8.6cm, 2 0は器高 7.8-8. ocn, ・ロ縁径 12. 2 cm・ 脚の高さ 3.9 cm・ 裾の径 84 cm, Zま径 5.5 cmの平底となっている。焼成は良好で白灰色を呈し，外面全体に淡緑色の自然釉がかかって

は器高 7.8 -8. 1 cm ・ロ緑径 12.0cm• 脚の高さ 3.8-4. 0 cm・裾径 8.7 cmを測る。坪部と脚部のいる。 39は器高 3.6 cm• 最大径 12. 0 cm・ロ縁径 10. 2cm・蓋受け部立ち上がり 0.5虚を設ljり，底

合がわずかに傾いている。 し。cmの平底となっている。蓋受け部凸起は上方に立ち上がっている。";"者とは巽なりヘラ削

2 2-2 4は， 1 4-1 7と同じ場所から出土したもので，焼成は悪く，内外面ともに乳黒灰

断面は乳灰白色を呈し，瓦器とも見え，同一窯で焼成されたものである。 22は器高 7.5 Clll・ロ朋

1 1. 5 cm・ 脚の高さ 4.5 cm・ 裾の径 83cm•23 は器高 7. 5 cm• 口縁径 11. 6 cm• 脚の高さ 4.5 

裾の径 8.4cm, 24は器高 7.6cm・ロ縁径 11. 5 cm・ 脚の高さ 4.5 cm・裾の径 84 cmを測る。

2 5・2 6は羨道部の第 4被葬者棺のすぐ奥で出土したものである。 26の上に 25を重ねて'I

しており，砂粒（径 0.5 -1.01/llll)が非常に多く含まれていて表面はざらっとした感しになってい

この 2個の高坪は，他の高杯と異なり， 口縁径が 15. 5 cmと大きく， 口緑端部は外反し薄くなっ

がかなり上方まで施されている。

域（第 18図40) 

4 0は第 2被葬者棺の棺台の間の床面で検出されたもので，第 2被葬者の棺の下から出七したとい

ーる。器高 6.5 -7. 0 cm・ロ縁径 I7. 9 cmを測る。器壁はやや外にひろがりながら上方にのびており，

に一条のヘラ書き凹線が施されている。

高台付坪（第 18図41・4 2) 

4 1は高坪25・2 6と共に羨道部の第 4被葬者棺0)すぐ奥で出土したものであり， 42は塙地造

- 26- - 27-



成工事中に平瓶などと共に出土したもので第 4被葬者棺に伴なうものであろう。
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cm. 口縁径 13. 3 cm・ 高台の高さ 0.5 cm• 高台の径 8.7 cmを測り，径1こくらべ高さは低い。器壁は

にわずかに開きながら上方にのびている。 42は器高 4.7-4.9cm・ロ縁径 9.6 cm・高台の高さ0.1・円通寺古墳の調査・整理を通して，次の諸点が提起できる。

1) 横穴式石室の玄室の長さは 2.9 mとやや短いが，巾は 2.4mを測り，当地方としては最大級で

である。このことから被葬者の性格も限定が可能であろう。

2) 石室規模・推定埋葬遺体数に比し，装身具類が少ない（金環4個・勾玉 2個・丸玉 3個・切

-0. 6 cm• 高台計 4.8 cmを測り，器壁はやや開きながら外反して上方にのびn縁端部を薄くしてい嶺

焼成は悪く，酸化炎で焼かれていて，淡黄褐色～淡灰褐色を呈している。

甕（第 19図 43・4 4) 
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写真 1

ぁ と が き

このたひの円通寺古墳の発掘調査は，大佐町にとって有史以来の画期的なものでありました。

5, 0 0 0町民のこの発掘調査に寄せる感心と期待は，誠に大きなものがあり，近年の地域開発と

化財保護が論じられているとき当を得た凋査でした。

発掘調査の実施にあたっては幾多の困難もありましたが，寺院を始め墓地整備工事請負業者等

者のご協力，発掘調査担当の田仲満雄教諭の献身的な努力により貴璽な成果をあげて終了し，

報告書を発刊する運びとなり同慶に存じます。

円通寺古墳の規模は備北地域においても稀な大型古墳で今回の調査で他にもこのような規模の

の存在が確認されています。このことからおして千数百年前から小阪部が文化的にも経済的にも

地域の中心地であることも容易に推察できます。調査後は永久に遺跡として保存できるよう復旧

も完了しています。更に教育委且会としては古墳群出土品を町の璽要文化財に指定し，保存保護

るとともに郷土研究等の資料に供したいと考えています。

おわりになりましたが発掘から本報告書作成まですへてを担当された大佐中学校田仲教諭に衷心

り敬意を表します。

昭和 53年 3月

大佐町教育委員会

池 田

： 

2. 横穴式石室袖部（玄室側）
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写真 2

写真 5

4
鴻`

2. 玄室側壁（東側） I 
2. 棺台および遺物出土状態

-32-
-33 -



"' 

写真 4

2 遺物出土状態

写真 5

6 7 

Cl. C 
2 3 4 

｀ 
唸

8 ， 10 

............. J!!ll1111l!iし1111,11"!;':'』鳳!!~1,"""""ll11i111lll
... . 

8
 

7 

装身具および鉄器

-が'~l"l'!''I疇鵬順帽'1111111贔

，
 

」し

3
 

....-會

— 
一

10 

2
 

”ヽヽ、

4
 

-.  6 

1111111-.. 5 

111 

"
 

；
 

鉄滓

｀ -34- -35 -



バ

3

1

1

＿ー言―,-―＿-＿＿
9

,

＿言長知，彎疇―=―――

4

『

9

-

＝
量
9-―――-[~，
99-―

,99,999,9
、,＇

_

1

`
i
_＿

」

-

＿

ー

ー

一

ll,"

＇`.,7 

三ヒ戸に二§[-[『＿-[＿＿＿

_

-

8

W

^

9

H

1

1

l

l

‘

↓

一

1
ぃ

――-ll-
，＿『--[-『―--――――＿一
i]
―-＝-＿-i-=-『-――-[-[-『-―--=--＿――-――――-―――-＝＝
-
1
0

し信〕―
-
l

＿＿-=-＿-―ー戸一-_＿『
-l-W
＿＿＿＿＿二＿―-『＿日＿――_]u@1 

12 

-＿＿噂―『璽―』-―――-＝-＿璽璽量重霞―

5

'-[9:]-―
 

l'18鏃

真写 :、、

V

V

/

<

;

；‘

く
く
~

｀
員
じ
~
ヽ
‘^
‘
v
、
:

真//、¥＼＼`
、`‘'＇ら/‘////、

7,
＇ 

写

｀
 

」
,
＇
、
ロ
ー
、
、
¥
¥
’
-

'、

↑、[
-
l
-
'

冒//,-

,
`
、
、
ヽ
ー

、‘、
t

、

、‘‘、、’、、

、

ì
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